Development of the Theory of Self Perception and Cognition : Perceptional and Cpgnitive Process, It's Formation and Development, and Influence of Relationship between Mother and Daughter / or Son Through Self-, Mother-, Reflected Self-Image by 杉田, 千鶴子
─ 27 ─
教育学部論集　第18号（2007年３月）
自己知覚論の展開
─自己知覚・認知の過程，発生と発達，自己・母親・反映的自己イメージの影響─
杉　田　千鶴子
　自己を知覚・認知の再体制化の過程からとらえるための，理論的オーバーヴューを
試みた。今日発展を続ける心理学の研究法は人間理解に向けて，どこまで進展してい
るか。また，その理論的接近の為のモデルを提供するきっかけとなる諸要因を自己の
生成と，ダイナックな精神作用の循環的開放系としての情報処理システムの機構とし
てとらえる試みから，統合していく。
　これまでの知覚対象としての自己はもの信号系，ひと信号系として相互に作用し合
い，環境への適応へと進化・発展してゆく中核的機構としてとらえることができる。
自己・こころの存在は生命作用である。新生児から成人に至る自己の生成と発達的変
化は，意識としての自己感の芽ばえから，秀れ自己の体制化された機構として機能し
てくる。初期の影響体としての母親認知との関連で論運びを試みた。
キーワード　Development of the Theory of Self Perception and Cognition
　　　　　　Self-Image, Mother-Image, Reflected Self-Image
　　　　　　Self-Perceptual and Cognitive Process, and It’s Formation and Development
　自己，自我，自分，わたし，について，かって多くの研究がなされてきた。自分について知
る，自分がわかる，などの言葉は，自分，自己を対象化してとらえた自己に対する意識であ
り，自己に対する知識や認識でもある。これまで研究の多くで，欠落していたことは，自己を
知覚対象としてとらえようとする場合，人は自分の生育歴，つまり自分の育ちの幼年期から現
在に至るまでの時間的流れの中で，自分を回顧し，自分の位置を確証しようとする精神作用が
含まれる筈であるにもかかわらず，この精神作用について，対象としての自己への推論・判断
に焦点をあてる研究は少なかったと云えよう。また自己のもつ二面性，多面性についての考察
において，異なる社会・文化では，その表出のされ方が異なることは，すでに多くの研究から
読みとれる。それはパーソナリティの中核として自己をとらえた研究にも現われている。
　Suls & Greenwald（1982）らは，知覚対象としての自己，自分についての知識は，人の所
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属する社会集団との相互作用から生じる，と述べている。また人の性格，能力，意見について
われわれ自身が描く概念は，その人自身に対する他者の反応，またそれらのかなり類似した他
者との比較から育ってくる。この点については，Festinger（1957）の社会的比較理論からも，
すでに示唆されていた。人の属する社会・集団という布地に人は織りこまれて，自己を形成し
ていくと考えられる。
　このように考えていくと，自己，自分という概念は，それのもつ諸相，それの発生と形成・
発達の時間的過程，それのもつ機能，ある状況での自分の行動の制御・統制，指針ともなる自
己過程，パーソナリティの中核とも云うべき自我論からとらえた自我のスキーマからみる自
我，超自我，など，多くのとらえ方ができる。また知覚論からくる知覚・認知対象としての自
己として，認知科学における情報論的に考えるならば，知覚・認知対象の情報の処理過程とし
て，さらに，脳科学から考える皮質内細胞の相互作用，ニューロンの活性化の過程としても，
自己の機能の研究は発展しつつある。この機能の損傷が人の精神の働きの阻害要因となって現
われるという諸種の臨床的所見とその研究，阻害要因のみならず，現象として出現する障害の
予防・回復にみられる自己意識，などからも自己の存在が究め始められ臨床への応用も必要に
なっている（鹿取，2003）。
　本題の自己の知覚・認知について考えを進めたい。知覚対象としての自己は，知覚対象を自
分に向け，自分を知覚し知ることであり，またそこに含まれる過程，自分を知ろうとすること
である。当然それらを究めようとすることは，知覚対象を意識し，どのように見ようとする
か，どのように自己をみたいのか，その時点でどう自分をみているのか，などの意味作用が含
まれる。また新生児と，青年・成人とではとらえる側の自分，わたしの概念的成熟度も異って
いる。対象としての自己は，知覚する側の自己とのダイナミックな精神作用である。
　知覚対象を「もの」系か，「ひと系」であるかによっても，見てとり方は異なる。おそらく
認知的構成・構造とも云うべきものがその見かたに含まれていて，それは単に形，色をそのも
の自体の存在としてとらえる以上に複雑な組織をもつ構造・機構の存在が想定される（鹿取，
2003）。
Ⅰ．知覚対象としての自己
　矢田部の提示した，知覚機能における消化の機能とは，知覚者が外界の所与の刺激を如何に
して，みてとり，自己の中に消化させ，新しく補給した栄養として，既存の自己に付加し，新
体制の自己に改変していくこと，つまりそこに新しい意味を付与しそれを自己の世界として
意味づけていく過程とその成立を説明したものである。（柿崎，1900）Berutalanffy, L.（1967，
他）においても，「人はたえず世界と交渉しながら，自己を形成し発展する有機的開放系であ
る。それはあらかじめ決められたプログラムに従って自己の内部だけで『情報を処理する』古
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典的機械ではなく，プログラムそのものもおのずから変容され生成されうるような，学習する
システムである。」と述べていることが紹介されている。そこでは既成の体制としての枠組み
を提示し，このシステムの作動のためのプログラムが「枠組み」と呼ばれたものである。外界
からの所与の刺激を消化することによって，その所与が処理されると同時に，枠組みそれ自身
も変容し，新しく既制の体成が成立する（以上柿崎，1994，p10から引用）。
　知覚における意味とは，知覚主体としての自己の改変であり，新体制としての認識の構造で
あるとも考えられる。さらに，柿崎も云うように，有機体全体としてのシステムも，互いに力
動的に相互作用する，上・下位系の情報構造をなす。先の枠組みは，消化の動態を具体的に説
明するための作動様式であり，自己の外界への関わり方でもある。この動態に関係する力動
的・力学的法則性の現実的知見は，多くの問題文脈の対処の中で，観察，実験から見出され
る。ここには低次から高次のレベルの精神作用を含み，意味化の成立に向かう。知覚機能の他
にも選択の機能も作用する。開放系としての人の情報処理システムは，継続する知覚・認知の
体制の成立と変更を含むことから，そこに人の要求，記憶，知識体系としてのある状況での全
体状況に依存する。このことはその人の人格形成の全過程をいまある状況が担っているといえ
る（柿崎，1994，p7）。
　既存体制としての枠組みは，時空的体制と運動的枠組み，文脈としての枠組み，知覚する人
の要求といった全人的全組織的状態を意味するシステミックな枠組み（ここでは情動系や記憶
系との関係が問題にされる），概念的・言語的枠組みがある。これらがある状況で意味や創造
をつくり出すための既制体制の面体であり，枠組みである。どの枠組みをもちいるかによって
人の知覚・認知的構成体が異って完結されることがわかる。概念的・言語的枠組みは，より高
次な精神機能の体制の一側面である。
　これらの一連の考えを通して柿崎の知覚論が成立した。そこではヘルソンの Adaptation 論
にみられた順応水準とは異って，感覚的順応に加えて，判断を加えた認知説が暗に示唆されて
いた（知覚コロキアム記録集，1995）。
　柿崎の提示した知覚循環の図式（柿崎，1993）では，生態的環境からの遠刺激として現前
の事物・事象（O）を，近刺激として受容器に与えられた情報（S）を生態的環境とし，知覚
者の内的構成体の媒介的機構ないし過程を I とし，この内部には知覚・認知機能としての前述
の消化の機能を位置づけ，知覚・認知的反応 R（S によって生じる効果を s，効果器の反応を
r とした）とするモデル図式を提唱した。さらに RR → S へとフィードバックされる知覚・認
知的達成の為の加算的循環の系を示した。この図式に関する検討点は今後すすめられるであろ
うが，ここで知覚主体としての I の知覚・認知の機能から，I を媒介的機構ないし過程として，
体制の組みから意味の生成へと結びつけようとしている。少なくとも消化の機能で説明される
意味化，知覚・認知の媒介機構ないし過程が生体または有機体として精神作用を統合し変化さ
せる「自己」であることを暗に示唆しているといえる。
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　それでは，このような少なくとも，かなりの程度に自己形成がなされた人とは別に，未分化
な自己と云われる新生児にあって，自己意識はいつ，どのようにして，どんな自己の体制をつ
くっていくのか。これについては Piaget, J. の認知発達の理論からは多くの示唆が得られる。
Ⅱ．発達研究における関係性の理論からのアプローチ
　新生児の自己意識の形成については，コミュニケーション論から考えられる。Fogel, 
A.（1993）は人の発達を関係性からとらえようとした発達研究者である。この意味で私がここ
10年余をかけて考えてきたことと一致点もかなりあると考え，本稿で彼の発達する自己（self）
の見方を整理することを試みた。
・関係的見方
　自己は人間的であり，また科学的なものであり，哲学的で心理学的でもあり，文学的で技術
論的でもあるが，その自己に対する関係性の貢献を述べることを目的としたものである人間の
認識は基本的には，そして本来的には関係的なものである。プラトー，デカルトの客観性の伝
統は現代の科学的方法論の基礎となっている。知覚と認知はそれらの内容，つまり世界が構成
されている仕組みのコピーであるとも考えられた。認知の内容は人が世界について学習して
いる文脈から生まれると信じられている。そのような客観主義者のモデルをコミュニケーショ
ン，自己，認識，文化の分離状態モデルとして言及している。いろいろな関係領域の研究者に
おいて不当な程客観的に考えられていることを調べることがフォーゲルの目ざすところであっ
た。云うまでもなく，認識も知覚も現実を写しだしているものではなく，世界の経験の仕方を
反映している関係的過程なのである。スイスの認識論者や発達心理学者であるピアジュが指摘
したように，初期の認知と知覚は直接的活動の手順で始まるとした。赤ちゃんは対象物が把握
できるから，身体的感覚システムで知覚でき，意識や，形態，色から対象物を知る。従って知
識や記憶が認知的にコード化されるのは，対象の抽象的な身体所有の表象としてでなく，赤
ちゃんに組みこまれた認知の様式としてである。このように組みこまれた認知はどのようにし
て自己感や大方の抽象的思考の進行する中でさえも，基本的関係の具体化を決して逃がすこと
なく人間の認識の特徴的な過程に導かれるかを彼は描き出したいとした。
　心や自己感は自己と他の人の間の個人的関係性の形成の歴史的過程を現わすものとして理解
されなくてはならない。心の働きや自己を知覚し理解する方法は，著しく個人の関係性と類似
している。心の生命は想像的観点の間にある言語的ダイアローグである。心の談話という観点
は，討議する二人の異なる人の交わりにみる位置との類似性か，またはダンス，スポーツ，競
技のような非言語的コミュニケーションに現われる個人の身体的に具体化した位置との類似性
であると述べている。
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・発達的とらえ方
　発達的変化は生命をもつシステムの成分の間のコミュニケーション過程の作動し得るモデ
ル，すなわちそのシステム内部の発達的変化のモデルである。発達的なコミュニケーションや
思考のモデルはこころやその起源を説明するのには不充分である。発達的生物学者は生長過程
を調整する生長ホルモン，遺伝子をもって論じた。それらは新しい発達的形態の構造をうみ出
すプロテインの生産に役立った。心理学者は心の発達的変化の通路を発見した。丁度パターン
や組織をもち普辺的である発達はこれらのパターンの創造に対しての図式，プランまたはス
キーマが存在することを意味してはいない。
　システマティックな発達的変化の過程は，個人内部の生物学的成分の内部的相互作用の手段
によって自己と環境の間に生じることが少数の発達心理学者によって指摘されてきた。システ
マティックな発達的変化は自己−環境のシステムの成分が相互作用するように，それら成分に
課された相互の強制から現われると云う，共同的な調整（co-regulation）という概念が使われ
た。これは連続的なコミュニケーション過程に付随するものとして生じ，不適切なコミュニ
ケーションから生まれたメッセージの交換の結果から生じるのではない。これは潜在性と創造
性によって再認され，発達的変化の基本的源でもあるとした。
・文化的見かた
　文化とは関係的経験をすべて媒介する道具，メディア，コミュニケーションの習慣，信念の
セットである。この考察は杉田（2000, 2001）に一部提示したので省略する。
Ⅲ．自己意識の発生・形成・発達
　自己意識はどのようにして現われるか。またその時期はいつ頃か，について，これまでの研
究者の論を述べる。
　歴史的には James（1890）は，人の理解に対し人が内省し自分について語るのを第三者が知
ることで可能となると考えた。そこには人が自分を知り，思考する自己が含まれ，それを意識
の流れとしてとらえることが人間を知ることにつながるとした。このことは人がある人の自己
をみてとることになるので，知られる自己と分類された。この知られる自己について，その構
成要素（constituents），自己の感知の仕方（self-appreciation），探究と保持（self-seeking and 
self-preservation）に分けた。構成要素として，・物質的自己−自分の所持品，身体，　・社会
的自己−周囲の人のとらえる自分についての認知，知識（関係する周りの人の数だけ社会的自
己は成立する），　・精神的自己（spiritual Me）−概念的，心理的側面。この３要素を先の三
つのとらえ方と交差させ，具体的な問題の内容が整理された。構造分析的接近をもって自己論
を考えている。社会的自己は，関与する他者のとらえる自己を自分で認識し，それが他者認識
をつくり，さらにその他者からのフィードバックから自己を認識する，といった社会的過程の
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認知に触れている。後にミードのシンボリック相互作用論，クーリーの鏡映的自己論の展開と
なる。James の自己論は知る主体としての自己と，知る主体としての自己によって知られる自
己に分け，それを含む全体的自己（totalself）を概念化している。知られる自己は経験される
自己（empirical ego，又は Me），主体としての自分をわたし（I），または純粋自我（pure ego）
とした（中村編，1990より）。
　論究は省略するが Allport（1941）の自己論は行動主義心理学の心理学への影響に対する反
論も含め，自己の構成だけでなく，認知的動機的側面を重視したものである。
　Erikson（1968）は，Freud の精神分析の流れを組み，自我が自己を同定していく心理・社
会的過程について，生涯発達的視点をもって自我をとらえた。すなわち，幼児期から老年期に
至る自我の発達を８段階の人生周期としてとらえていることは，周知の通りである。そして各
段階での同定の危機を超えて，上位の段階の自我へと確立・移行していくことを示した。
　Rogers によって代表され現象学的自己論は社会的観点を多く含む。ここでは，知られる自
己としての自己概念を，知る自己としての自己実現を人は想定し求めようとするとした。
　Bandura（1973）に代表される社会的学習理論においては，強化説から代理学習としての観
察学習の概念を導入し，自己統制，自己調節（self-regulation），自己有効性（self-efficacy）を，
自己の機能とした。ここでは自己そのものの関心は稀薄である。後に論が熟すのにつれて，評
価を含む認知過程の構造的分析に焦点が置かれるようになった。
　Gergen K.J.（1994）によって自己のとらえ方の違いが以下に示された。現実的自己と構成
概念（construct）としての自己，主体と客体としての自己の区別，構造（constructure）とし
ての自己と過程としての自己，単一体として自己と複合体としての自己の区別，さらに時間・
空間における連続的で安定した自己，単一自己としての統合過程も含むが複合体として自己を
構成する要素が拡散する過程も自己の一断面だとも考えられる。
　発達心理学や臨床的発達心理学的に自己は多くの研究者によって研究されてきた。一例とし
てマーラは子どもの自己は関係性の中で育ち，主体として自己と母親や養育者とのかかわりが
自己の発達を促進させたり妨害したりすることは当然考えられる。Ainsworth ら（1971）の母
子分離・再会場面での１才児の行動をとらえた愛着実験によって子ども情緒，親への愛着の程
度がとらえられた。そこでは親との分離・再会場面から子の特徴的行動分類をおこなった。回
避や接近行動から子の親への関係性を３類型として，親子関係性は愛着形成，関係性，絆など
の用語で慣習化した日常的言葉で表わされる。子の不安度等が評定されたが，親を知覚・認知
対象としてはおさえてはいなかった。これよりもマーラーは緩い制限の観察実験をおこない，
適切な感受性，身体言語的コミュニケーション能力，養育方法選択の動機などの要因をとり出
した。スターンの母子の相互の関わり合いの一般表象として「内的作業モデル」における意味
化の問題として母親の人格特性が検討された。母親の自己表出場面と情報収集の方法をどのよ
うにするかを課題とした。
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　マーラーは最接近期危機を提出し，生後１−２ヶ月児の「自己と外界の区別のない」正常な
自閉期，「自己の内界（あいまいなもの）への注意」を示す正常な共生期を経て自己の分化に
至る。８−12 ヶ月児の分離・個体化期が進行すると，子どもは再び母への接近を求めるよう
になる。これが再接近期である。母親への後追い，まつわりつき，とび出し，などの行動がこ
の期に現われる。やがて言語による象徴的接近が始まり，子の象徴遊びが始まる。ここで自己
の世界を創造するようになる。まさしく精神力動的な自己の発達をとらえようとした自己発達
の理論であると思う（齋藤，1993）。
　発達初期の知覚と認知について（鹿取，2003）によれば，1960年代から研究法が開発され，
1970年代に至る時期に著しく研究が発展してきたと云う。生体信号系ともの信号系が独立に，
相互に作用しながら，知覚的体制化をつくってゆく。特に人の顔知覚への選好視は長い人類の
進化の過程から形成されてきたものとも考えられる。人が諸種の感覚器官を通して，知覚対象
を知覚・認知として，認知の体制化に至るまでに作用する多くの要因があり，知覚的枠組の中
にとりこみ，新しい体制をつくり出すことを循環させ，乳児は発達していく。この情報処理シ
ステムに参与する心理的大脳生理学的理論の発達は，新しい研究法とともに発展しており，人
の発達の仕組の解明へと開発・進展されている。それは単に心理学という学問領域を超えてい
る。また脳（皮質・上皮）の損傷が人の障害をもたらしていることも多くわかり，その適切な
訓練法などによって障害の回復に心理学からの貢献は大きくなってきている（鹿取，2003参
照）。
Ⅳ．自己・母親・反映的自己のイメージ構造
　以上，こころと云われる精神作用が，もの信号系，ひと信号系の知覚・認知の体制化をもた
らし，時間・空間的定位の中で人の情報処理システムの再体制化をおこない，環境と相互作用
をする循環系として機能する存在である。対象の知覚者の中心核に働く媒介的機構ないし過程
が精神であり，ここに「自己」の存在をみることができる。
図１　知覚循環の基本図式
? ? ? ??? ? ?
???
?????
????????
〔注〕 Ｏ：現前の事物・事象（遠刺激）　Ｓ：受容器に与えられる情報（近刺激）　Ｒ：知覚・認知的反応　
s：S によって生じる効果　r：効果器の反応　Ｉ：媒介的機構ないし過程
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　この図式から，外界刺激に対する知覚・認知的達成の循環系が読みとれ，その中核に知覚・
認知の機能を果たす媒介的機構としての〔I〕（わたし，自己）が私見ではあるが据えられてい
ると考えられる。R と O 間を結ぶ循環系は時間軸を組みこんだ立体図式として再構成できる
のではないかと思う。
　さて，この図式から媒介過程としての自己は絶えず変化する力動的構成概念である。しかも
既制の体制を置かれた状況に適合するよう再体制化をはかる際に認知の体制は安定をもたらす
ベクトルが機能するであろう。このベクトルが媒介的機能ないし過程（自己とも置き換え得る
か）の要求や動機，さらに情意機能を含むと考えてよいのではないかと考える。
　知覚対象としての自己は，確立した刺激として入力されるより，イメージとして何らかの知
覚像をつくる。この知覚・認知対象が自己の置かれた状況的要因によって活性化されるとき，
より成熟した自己像を形成してゆく。おそらく自己が知覚対象としての自己が活性化される
と，そこには脱馴化が作用する。自己の活性化は自己感，自意識として既成体制の自己を揺る
がせ，自己を感知させると考えられる。課題状況にぶつかりを感じたとき，自己は意識上にあ
がってくる。いわゆる近刺激に対する葛藤的自己がそこには存在するのである。その課題に対
処し，それが解決されたとき，再び安定的で継続的自己の再体制をもたらすと考えてよいだろ
う。
　〔研究の前提〕縦断的発達の一断面としての青年・成人期の自己に知覚対象としての母親の
存在は，自己の形成に与える影響は少なからず大きいであろう。そこには現実に存在する母イ
メージが過去の養育過程の表象として自己に組みこまれている。知覚対象としての自己は現実
の対象のコピーでなく，表象化され，自己に価値，存在意義，生命の指針を与える影響要因と
して機能しているだろう。しかし影響の程度，影響の内容については個人差があると考えられ
る。
　これまでの一連の研究で述べてきたことであるが，自己の再体制化を容易にするためのベク
トルとして，私の研究（杉田，1969）の強制応諾事態での認知的不協和解消に“Volition”を
導入すると，刺激媒体としての自己は覚醒され，知覚対象としての態度に変化が生起しやすい
ことが明らかにされた。このことは自己認知の構造に変化が生じたことが示される。以下の
Bem の研究の妥当性を確証する試論と位置づけられる。Bem ら（1965，1967，1970，1973）
の自己知覚論は，自己の置かれたと同じ課題状況で観察的参加者としての他者，どのように課
題状況をとらえ，解決をもたらすかの知覚・認知過程の推理の結果，課題に対する態度を変え
たことが実証され，認知的不協和理論に対して反論を加えた。そこには他者の行為に対する推
理過程が含まれ，対象の知覚・認知の再体制化が態度変化を生起させたと読みかえることがで
きる。
　自己意識や知覚対象としての自己は，関係性の中に織りこまれ発達していくことは，すでに
幾多の研究からも明らかにされている。
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　私はイメージ形成において，母親からの反映的自己が，知覚対象としての自己イメージに
どのように関わっているかをとらえるための研究を進めてきた。ここでは自己，反映的自己，
母に対するイメージを SD 法でとらえ，その関連性をみた。ここに示すのは，英国 ARM 大学
（仮称）において2002年に私のおこなった研究をまとめたものである。構成体としての対象に
対して，因子分析の結果，異なる構造がみい出された。まず，
　〔結果〕〔自己イメージ〕については，第Ⅰ因子：元気がよい，自分中心的でない，友好的，
よい性質をもつ，他人のことをまず考える，などの社会性因子（説明率51.9％中の分散比率
12.41％を占める）。
第Ⅱ因子：細かいことに気をつかう，一生懸命である，まじめ，他人への気づかい，中途半端
にしない，忍耐強い，など神経の細やかさ，まじめに働き，忍耐強い，などの因子で内向性を
示す（分散比は11.86％を占める）。
第Ⅲ因子：勇敢で，ヴァイタリティがあり，外出好き，強い，活動的，決断力がある，辛棒強
い，悪いことはしない，女性的でない，一人でいるのが嫌い，などにみられる，力強さを感じ
させる外向性を示す因子である（分散比率は10.55％）。
第Ⅳ因子：意志の強さ，自分流に生きる，批判的，おしゃべりが好き，他者に頼らない，自分
のペースで何事もやる，中庸的でない，独立的，ユニークさ，支配的，神経質な，おしゃべり
が嫌い，一人立ちでやる，しゃべり好き，などにみられる他者に動じずに自分流に事を運ぶ，
独立性の因子である（分散率は10.41％である）。
　〔母親イメージ〕について因子分析の結果，５因子を抽出した。説分率は52.53％である。各
分散率は16.60％，11.96％，9.03％，7.80％，6.84％である。第Ⅰ因子により大きく負荷してい
ることがわかる。負荷の高い項目は，よい意志，元気，友好的，おしゃべり好き，公平さに強
く気をつかう，精神力のある人，強い，強い意志のある，などにみられる意志の強さ，忍耐
性，精神力の強さをもつ自己統制に関係する因子である。
第Ⅱ因子：悪いことをしない，いつも最善を尽す，一生懸命働く，忍耐強い，容易に感動しな
い，自我が強く，非難する，お天気や，他人のことをまず考える，支配的である，ゴシップを
好まない，怒りっぽい，などにみられる，自我の強さ，感情制御に関係する因子である。
第Ⅲ因子：浪費しない，きびしさ，きれいずき，情緒性，勇敢さ，自己中心性，細かいことに
気をつかう，決断力のある，活動的，まじめ，などに見られる行為の統制に関わる因子であ
り，日常的なしつけにも通じる。
第Ⅳ因子：気が若い，すぐに感情移入をする，偏見があり，女性性をもち，格式を重んじるよ
うに仕向ける，平凡さ，中庸さ，体裁を重んじる，中年女性のあつかましさ，決断のなさ，清
潔さ，などにみられるような，母親のもつ特徴を批判的にとらえる因子である。
　〔反映的自己イメージ〕について，因子分析の結果４因子を抽出した。説明率は45.45％で
あった。第Ⅰから第Ⅴ因子までの負荷量の分散率は，14.63％，11.21％，10.02％，9.58％であっ
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た。第Ⅰ因子：自我求心性，強い，楽観的，元気がよい，頼りになる，批判的，仕事を中途半
端にしない，前向きの姿勢をもち，公平さに気づかう，自分のペースで事を運ぶ，性質のよ
さ，他人の世話好き，一人で居るのを好まない，友好的，おしゃべりを好まない，精神力のあ
る人，きれい好き，活動的，泣き虫でない，神経質でない，いつも最善をつくす，強い意志力
をもつ，など性格のよい面をもった人として見られていると知覚している因子である。これは
自分をよく見せようとする力が作用しているのか，親が自分の子を必要以上によくみていると
考えているのかは不明である。
第Ⅱ因子：他人のことをまず考える，一生懸命働く，勇気がある，他者への配慮性をもち，気
が若くない，おしゃべり好き，柔軟である，偏見があり，ゴシップ嫌い，情緒性がない，感動
しない，他人の面倒見がよい，女性的，他者依存的でない，など他人の世話はするが情緒性，
感動性に乏しい，と見られていると知覚している。
第Ⅲ因子：自分流に生きる，笑顔をみせない，さびしい，体裁を重んじたがる，バイタリティ
がある，ユニークである，中年女性のようなあつかましさ，ありふれた，独立したいと思う，
など表出された外面的姿を思わせる因子である。
　以上みてきたように，各知覚対象の構造の特徴をまとめてみると，そこには大きな違いが現
われた。
自己知覚ではⅠ：社会性，Ⅱ：内向性，Ⅲ：外向性，の因子。
母知覚ではⅠ：意志，忍耐，精神力などをみてとる母親の自己統制的因子。
Ⅱ：決断，勇気，活動性など活力・力量因子でしつけにも関係するととれる行為の統制因子。
Ⅲ：感情制御因子。
Ⅳ：親への批判的因子。
反映的自己Ⅰ：よい性格のもち主である。
Ⅱ：他者の面倒をみる，情緒・感情・表現の乏しさ。
Ⅲ：自分流の生き方，格好をつける，ユニークさ，独立したがっている，など親の見方を推測
して，自分はそうでない姿をフィードバックさせようとする形で自己呈示している，と推定で
きる。
　このように，母親イメージ，反映的自己のイメージは自分を単に投射したイメージをつくり
あげているのでなく，自己を再構成する過程としてとらえることができる。
　〔考察と展望〕自己像は性格検査にみられる社会性，内向・外向性という次元で，きれいに
まとまった構造をもつ。母親知覚においては３因子とも，親自身，自己，感情，行為などを統
制する因子としてとらえられる。第Ⅳ因子については，親を批判的に知覚していることが明ら
かにみてとれる。反映的自己の因子では，自分と親のとらえる自分とは距離があることをやや
誇大的に示していることが窺える。３つの知覚対象の構造間に，特徴が顕著に現われ，構造に
大きな違いが見られた。系列的に順次提示した知覚対象にみられた構造の違いは認知過程の変
─ 36 ─ ─ 37 ─
教育学部論集　第18号（2007年３月）
化としてとらえられよう。さらに能動的に自己を呈示しようとする反映的自己の構造や，知覚
対象の構成要素の違いがみられたことなどにより，意味的にダイナミックな認知過程が作用し
ていると考えられた。拡散，または統合への自己のベクトルが各イメージを構成し，コード化
をもたらすと仮定できる。また日米比較研究（杉田，2004；2005；Goetz & Sugita 2000; Roth, 
Goetz & Sugita 2006）の構造の違いも文化差として，今後検討を深める必要がある。
　これらを子の母子関係性認知，関係性の中で成立している自己意識の構造とどのようにから
み合っているかの分析は他稿にゆだねることにしたい。これらの調査は英国の３つの大学でお
こなわれたものである。今回とりあげたのは一大学のサンプル（N=83）を分析対象として提
示したことを加えておく。自己の多面的構造体は幼少期からの表象化された自己の姿が浮き出
されているので，同じ質問票をもちいた日米の研究結果との比較のために，幼少期から青年期
に至る表象化された自己をもちいたが，本研究においてもこの自己と知覚対象のイメージ構造
との関連をさらに明らかにし，知覚対象に対し，活動，判断する自己の情報処理の過程の理解
に言及してゆければと考える。
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